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  ★『ごみしょうきゃくしせつ』と『そ大ごみしょりしせつ』のしごと 

                           

    

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

                                                                                

   

 

 

かんきょうセンター 社会科見学資料 

 かんきょうセンターは、蓮田市と白岡市できょうりょくして『ごみ』と『しにょう』をしょりするために、

昭和３５年に作られ、今年（１０月）で６０年目になります。 

 かんきょうセンターで、はたらいている人は１５９人います。そのうち、ごみ処理としにょう処理にかか

わっている人は１２６人、事務やリサイクルにかかわっている人は３３人です。 

  蓮田市 １４，３３５トン        これは、小学校のプール 

白岡市 １２，２５５トン       （２５ｍ×１５ｍ×１．２ｍ） 

  合 計 ２６，５９０トン       のやく ６０杯  分になります。 

○もえるごみの日に、もやせないごみの『かん』や『びん』が入っていると、きかいがこわれてしまうことがあるのでたいへんです。 

○ペットボトルのだしかたで、ラベルとキャップが外されてないものがあると、わけるのがたいへんです。 

〇雨や雪、台風の日も休むことなくしゅうしゅうがあるのでたいへんです。 

○みんなの家から出されたごみをきかいを使ってもや

しています。また、きかいがちゃんと動いているかど

うか、てんけんとかんしをしています。 

○あきかん・自転車・レンジなどをしょりし、その中か

ら鉄やアルミを分けてきかいでかためて、リサイクル

に回しています。 


